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は じ め に
昭和56年度の研究活動をふ りかえってみた場合,と くに印象深かったのは,何 とい
っても,文部省科学研究費 「特定研究」の 「古文化財に関する保存科学と人文 ・自然









美術交流をとりあげたのは不審であるとの意見 も聞かれ たが,日 本語の 「保存」に
は,文 化財としての価値の評価およびそれにともな う行政措置としての指定が含まれ
















































































B特 別 研 究
C受 託 研 究
D科 学研究費














































































4機 器 ・設 備



































































































同32年3月22日東京国立博物館構内に木造,外 部鉄網モルタル塗,平 家建,8㎡ の
保存科学部の薬品庫が竣工 した。







鉄筋コンクリー ト造2階 建延面積663m2の建物1棟 が竣工 した。
同 年7月1日 東京国立文化財研究所組織規程の一部が改正 され(昭 和37年文化財
保護委員会規則第1号),新たに保存科学部に修理技術研究室が置かれた。







同45年4月22日芸能部は,別 館3階 に移転 した。




同 年11月2日 所長及び庶務課は,本 館から保存科学部庁舎の1階 に移転 した。
















料部研究棟として,鉄筋コンクリー ト造,地下1階,地 上3階,延 面積565.95㎡の
建物が竣工 した。
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科学研究費 特定研究「古文化財」の第2期 の第2年 度として,「建造物 ・美術工芸品














美術部は日本 ・東洋の古美術,日 本の近代 ・現代美術とこれ らに関連のある西洋美
術についての基礎的調査と専門的研究を行っている。美術部は現在2室 に分かれ,古
美術関係は第一研究室,近代 ・現代 ・西洋美術は第二研究室が担当す る。






おいても,基礎的 ・先駆的役割を果 して,広 く学界に寄与すぺ く努めている。そのた
め重要なる問題に関しては共同研究を行い,ま た当部独自の光学的研究法を活用 し,
すでに多 くの成果を収めた。昭和53年度より4力年計画で情報資料部と共同の特別研
究 「落款 ・印章 ・賛文 ・銘記の研究」を行い,これに関する資料収集を推 進 してい
る。 文部省科学研究費補助金による共同研究 としては,「近世 日本における画巻の研
究」(一般研究B・ 代表者関千代)が ある。






















調 査 研 究
についても若干の研究を行っている。現代美術に関する調査研究は,集 積した年度資
料を整理し,その結果を「日本美術年鑑」として毎年公刊,本 年度は昭和54年の内容を








A一 般 研 究
1.日本彫刻史の研究
(1}日本古代彫刻東洋彫刻の研究
























的特色 とその由来に関 して成果を発表 した。






絵巻調査は,新 出の西行物語絵4巻 について,写 真撮影及び詞書翻字を行い,そ れ
にもとずいて内容検討など基礎調査を行った。またお伽草子系の大江山絵巻(曼殊院
本),ねずみ草紙(サ ン トリー美術館本)の 調査を行 った。経絵では,国 際研究集会







1)明 治以降の作家 と団体及び美術批評についての調査研究を行った。作家 として



















































家伝来黒編子小袖 の修復技術部との共同研究(修 復技術上の)を続行 し,また前年
(昭和55年)度秋に修復着手の片倉家伝来小紋胴服(重 文)は,高 田義男氏 ・山辺知
行氏 ・共立女子大被服研究室との共同検討を行いなが ら予定通 り昭和56年10月末に修
復を完了した。また輪王寺の舞楽装束と共に伝来した胴着三領の調査 ・研究並びに修
復の検討を今年度から始めた。修復の完了 した片倉家伝来小紋胴 服と今 年度か ら調






「上代裂の研究」はこの年が2年 目の東博特定研究の分担者 として,法隆寺裂 ・正
倉院裂の基礎調査を続行 している。
また科学研究費一般研究A(代 表者 ・関千代)「近代 日本における画巻の研究」に,





大学バークレー校,ハ ーバー ド大学で近 ・現代中国絵画及び画人資料の調査収集を






、B特 別 研 究
「落款 ・印章 ・賛文 ・銘記の研究」
(研究代表者 美術部第一研究室長 宮 次男)
研究 目的
本研究は,わ が国の中世 ・近世 ・近代の絵画 ・書蹟 ・彫刻等のうち,落款 ・印章 ・





2.東 京国立文化財研究所が現在所蔵 している近世画家等約450人の落款 ・印章の写
真資料を基礎に調査研究をはかるとともに,重要作品及び主要画家等で資料の欠け
ているものの文献 ・写真資料の収集 ・調査を行 う。
3.近 代美術の分野では,明 治以降主要日本画家の印譜作成を行い,洋画家について
は主要作品のサイン写真の蒐集につとめ,そ の成果の一部を得た。







































⑤ 中世 ・近世画巻 との比較(宮)
(一般研究(B)代表 関千代)







調 査 研 究
ものである。
本年度は本研究の第二年度(最 終年度)に あた り,前年度調査収集 した資料の整理
並びに検討,及 び新たに横山大観筆 「生々流転」,前田青邨筆 「古事記」,小林巣居人





芸能部は,日 本の伝統芸能に資するために必要 な基礎的 研究を行 うことを目的と
し,演劇研究室 ・音楽舞踊研究室 ・民俗芸能研究室の三室より構成されている。芸能
部の研究 目標としては,諸 芸能の理念 ・構造 ・技法及びその継承保存に関する研究な
どがあり,その研究に必要な資料の収集 ・整備及び記録の作成のための撮影 ・録音 ・
録画などの作業を行 う。また研究の結果は刊行 ・研究発表会 ・公開学術講座の開催な
どによって公表す る。





以上各研究員による共同 ・各個の諸研究は,い ずれも文化財行政に直接間接に寄 与
する基礎的な調査研究であると同時に,従 来立ち遅れ気味のわが国の芸能研究を推進
せ しめ,日 本芸能学の樹立に貢献する基盤となる研究である。また月例の研究会 とし
て,各研究室ごとに,外部研究者 ・芸能伝承 者等 の参加を得て 「能楽技法研究会」
「二月堂研究会」「長唄正本研究会」「民謡研究会」を行い,ま た56年7月には外部研
究者 ・大学院生を対象 とした連続研究発表会を 「田楽芸の様式」のテーマで行 った。










本年度は,個人研究として 「寺院行事の研究」「能の演出史の研究」 を行い,共 同
研究 として 「狂言の技法の研究」を行った。
音楽舞踊研究室











A一 般 研 究
1.寺 院行事の研究
寺院行事が内包する多種多様な要素の中から芸能的要素を抽出し,各宗派にわたる
総合的比較研究を行い,そ の変遷 ・分化をあとづけることを一貫 した目的とする。本
年度は岡山・滋賀 ・三重各県下に残存する 「髄 套」の調査,高山寺所蔵の悔過会文





調 査 研 究
2.能 の演出史の研究
能の演出面の変化を,面 ・装束 ・型 ・難子などの構成要素の変遷をたどることによ




に把握 ・整理して,同 語異義,異 語同義などの様相を明らかにし,新 しい用語体系を
確立することを目標 とす る。本年度は,そ の一部を達成 した。(蒲生)
4.日 本の音楽家の研究
日本の音楽を支えてきた多くの音楽家たち(有名 ・無名)に ついて,歴史的,社 会
的,経 済的な面からの資料収集 と分析研究を行った。(加納)
5.三味線の研究
























落語を主 として話芸 ・寄席芸を対象 とする近世芸能の研究を安原コレクシ3ン邦楽
レコー ドの整理を通 じて続行中である。(三隅 ・仲井)
11.狂言の技法の研究




































による内部構造,欠 陥,虫 害,腐 朽の解明を行っている。また赤外線テレビによる銘
記,下 絵等の判読にリモー トセンシングの手法を取 り入れる試みを行っている。
また保存環境に関 し,採光,照 明,温 湿度等の影響 とその防止の研究を行うほか,










究で,第5年 次として,石 造文化財および付随する材料 として,煉瓦 ・瓦 類 の焼 成














に,西 日本(九 州,四 国,中国地方)の 弥生時代 ・古墳時代遺跡か ら出土する鏡を中
心に測定 し,数点 の鏡 と銅利器が朝鮮半島南部の原料で作 られていることを確かめ
た。太安麻呂の墓碑(銅 製)が 日本産の銅を原料としていることも確認 したG馬 渕)。
(2)漆および漆工品に関する研究
1)古 代塗装技法に関する研究



























展示室 ・収蔵庫内の温湿度,照 明等の環境の測定,新 設展示施設のシーズニングの












































文化財の保存,展示環境に浮遊 している粉 じんおよび文化財に付着汚染 して
いる粉じん等に含 まれる高沸点 化合物 をガスクロマ トグラフィーにより分析
し,環境汚染の影響と原因を究明している。
空気中からの捕集は,0.29のTENAXGCを 秤量 ビンに入れ7日 間環境
中に暴露したものを,粉 じんは採取したものをそのままそれぞれ1mlを 注射









































イギ リスにおける大江戸美術展出品作品の爆蒸指導,於 東博(新 井 ・森)
56.
8)同 上 於京博(森)




















1)文化財に着生 した糸状菌の水分活性(wateractivity)を測定 して,そ の文
化財の保存環境の履歴を知 り,糸状菌防除の手がか りとする研究。(新井)























拠を示 し施工者に対 しては文化財爆蒸作業の必須条件を明示 した。(森・新井)




江差 ・開陽丸遺物,長 崎 ・鷹島 ・元冠関係と見られる遺物について,保 存処理及び
その後の経年変化の点検,収蔵環境の保全等の指導を行った。(江本)
② 遺跡の保存












B特 別 研 究
石造文化財一石及び類似材料の保存と修復に関する科学的 ・技術的研究(8年継続,
第5年 次,保 存科学部 ・修復技術部 共同研究)








に用いている大谷石(凝 灰岩)と 白河石(安 山岩)で ある。(三浦)
本年度の招へい研究員,北 大低温研究所,福 田正己氏の協力を得て,上 記の実験,
測定のプログラム,測定値の読取 りか らデータ処理を一環 して行えるようになった。
② 劣化した石の強化のための基礎実験 として昨年に引続き各種の薬剤の含浸処置
に関す る研究を続けた。その効果判定には凍結融解繰 り返 し試験 または引張 り剥離裁
験等を行った。




す るため,長 崎県眼鏡橋その他を追跡調査 した。強化処置,擬 石処置の耐久性や外観
上の変化について知見を得た。(鈴木 ・樋 口・西浦)
(4)外国における石の保存処置に関す る文献収集,過 去10年程の期間に,外 国で出
版された学会誌,雑 誌,シ ンポジウムの記録等の出版物から,石の保存処置に関 して




C受 託 研 究





気組成,微 生物等の調査,公 開前後の保存科学的指導,閉 鎖のための処概をおこなっ
た。(江本 ・門倉 ・見城 ・新井)
2.国 宝,重 文 日光社寺建造物の保存に関する研究(栃木 ・保存科学部 ・修復技術
部)
(1)二天門の黒化現象の基礎的研究
檜,杉,橡 の手板に下地塗装を して,種 々の環境下に放置 した外観を観察すると棒
























(4)素材(漆,紙)の 材質分析と顕微鏡による観察(見 城 ・石川)







代表者 伊 藤 延 男
(1)応急処理した彩色遺物の保存に関する研究総括 江 本 義 理
② 膠r剤および有機材料の分析 門 倉 武 夫
2.古代中世における絵画彫刻染織品の材質技法に関する科学的研究










三 浦 定 俊
石 川 陸 郎
代表者 門 屋 卓
三 浦 定 俊
代表者 樋 口 隆 康
江 本 義 理
馬 渕 久 夫








江 本 義 理
見 城 敏 子
























調 査 研 究
技法についての研究や,そ れらを修復す るための伝統技術の整理体系と科学的裏付け
の資料集積,そ して更に科学的な材料,技 法の修復への応用 と開発のための臨床的な




も多 く,それらについては各研究 室員 による共同作業によって研究が進め られてい
る。これらの詳細は次項に記す通 りである。
特別研究 「石造文化財一石及び類似材料の保存と修復に関す る科学的,技 術的研
究」は,8力 年の継続研究の第5年度 として,文献収集,調 査,実 験研究を行った。
(28頁参照)
(2)研究調査活動



















3)文 部省在外研究員(長 期)と してアメリカ合衆国に出張中,ス ミソニ ア ン研 究
所,国 立公文書館,議 会図書館において,図 書の修復 ・保存技術について調査を行
った。(鶴田)
2.合 成樹脂による彩色保存の研究
1)重 要文化財興福寺北円堂天蓋は,漆下地を施 し,その上に漆を塗って彩色 してあ











町歴史資料館内保管中の絵馬及び,明智町八王子神社の県指定絵馬の現 状 を実 査
し.今後の保存方法についての資料を得た。(茂木)
4)禅 定図絵馬(東京都豊島区 ・法明寺蔵)の 彩色剥落どめを実施 した。彩色は胡粉
の下地層が,か な り厚 く脆いため,板 の素地か ら剥離し大きく反 りかえっていた。









調 査 研 究
(1)沖縄県那覇市,重 文 ・園比屋武御嶽石門の解体修理に伴 う,古石材の含浸強化






③ 三重県津市,重 文 ・専修寺如来堂の修理工事に伴い,大棟獅子口の再用につい
て,そ の可否及びその為に必要な処置について,調査指導を行った。 現地調査 の結







(5)重要文化財西郷従道邸(愛 知県明治村博物館)の 根石表面が厚 さ5～6mm風





















結果,50%フsノール水溶液を湿布した後,赤 外線 ランプで加熱 してi漆 を膨潤させ
て除去 し,最後に流水で良 く洗浄 した。 この像は後に重要文化財に指定された。(樋
口 ・青木)
6.遺 跡 ・遣構 ・遺物の保存に関する研究
に}世 田谷区神明横穴古墳の入口を閉塞 していた関東 ロームの土塊の取 り外 しと同





② 柏谷横穴古墳(函 南町)の 保存処置として,埼玉大学理学部で研究された土の
表面に搬水剤を噴霧 して土の崩壊を防止する実験が行われ,こ れに江本保存科学部長
とともに立会った。(樋口)
B特 別 研 究(保 存科学部と共同研究,28頁参照)
劣化 した石の強化,保 存の為の樹脂処置については,基 礎実験を継続的に行って来
ているが,現 在迄に得 られた多 くのデータを序 々に整理統合 し,よ り詳細な実験,研
究へ と移行 しつつある。今迄に得 られたデータに依れば,強 化用樹脂 としては,有機
シリコーン樹脂(メ チル トリエ トキシシラン系)の 有機溶剤溶液 〔商品名SS-101〕
が極めて優秀である事が明らかになっている。(西浦)
又,劣 化石に対する新 しい保存修復処置方法として,劣 化生成物である石 コウ(硫





調 査 研 究
石造品修復の際の欠損部の充填,成形に用いる樹脂擬石についても継続的に実験,









把握に勉めるべ く,昭和54年度来調査を行って来ているが,本 年度は,オ ル ト邸(長
崎市),眼鏡橋(諌 早市),の調査を行った。(樋口,西浦.鈴 木)
o




反 り返 りを防 ぐためアクリル板に挾んで水浸に しておいた蓋の分の漆膜は,貼 りや




この箱の漆芸施工は極めて特異で,下 地を施さず,皮 貼 りの上に直接薄 く塗漆して
お り,現状では薄い漆膜のみの状態にあるので,科学的処置は施 さず,直 接素地に貼
付ける事 とした。貼付方法は,接 着剤として麦漆を試みる事とし,押えには主に油粘
土を使用 した。
先述の様に皮の上に塗漆するので,皮 特有の細かな しわが塗膜に現われてお り,貼














































































































奨励研究(A)「目本近世初期水墨画の研究(友 松,宗 達,又 兵衛 を中心に)」により
































並びに写真撮影を行 った。当模本類は復古大和絵作家為恭にふさわ しく,絵巻物 ・is
調度 ・古装束類を主たる内容とする。また必ず しも為恭 自筆の模本類ばか りではな
く,年紀 と署名により為恭自筆 と明らかに判明するものはわずかで,他か ら譲 り受け
たと思われるものも含まれている。
「日本近世初期水墨画の研究」(奨励研究㈹ 研究者 鈴木廣之)
16世紀末から17世紀初頭にかけて(慶長～寛永年間)に は,桃 山時代をしめ くくり
江戸時代の先き駆けとなった様々な絵画現象が起こったが,伝統的な水墨画の分野に
も創造の可能性を試みようとする過渡期的様相が観察できる。本研究では,従来の流
派別の絵画史観にとらわれず,こ の時期に重要な作品を遺 した海北友松,宗 達,岩 佐





①:著 書 ②:論 文 ③:解 説 ④:研 究発表 ⑤:講 演 ・放送 ⑥その他
昭和56.4～昭和57.3
伊藤 延男(所長)
② 古寺探訪 現代に坐きる古寺一西 ・東本願寺一 「探訪日本の古寺」8
② 特集2古 建築の住空間一構成と生活イメージー デ ィテール70
③ 奈良一古代 日本へのいざない一 「楽土残照」
② 本堂平面の系譜
③ 図版解説 長寿寺本堂 常楽寺本堂
三重塔
② 保存のための科学と技術




「日本 古 寺 美 術 全 集 」1156.11
1例く、㌔}本堂
金 剛 輪 寺 本 堂 西 明 寺 本 堂
「日本 古 浄美 術 全 集 」1156.11
仏 教 芸 術13956.11













































④ 修復完了の重文 「片倉家伝来小紋胴服」,及び調査 ・研究中
(修復前)の 「日光輪王寺伝来胴着三領」
昭和56年度第2回 染織品保存科学サロン'57.2
③ 輪王寺舞楽装束 日光山輪王寺舞楽装束展(サ ントリー美術館)56.g
陰里 鉄郎(主 任研究官)
② 黒田清輝 「近代美術の開拓者」3有 斐閣新書56.8
② 中原悌二郎 「近代美術の開拓者」4有 斐閣新書56.9
② 明治20年前後における洋画の一側面
一曽山幸彦筆 「武者試鵠之図」を中心に一 大和文華6956.9
② 日本における印象派の展開 印象派一パ リと日本一展 目録 富士美術館56.10
② 関根正二 天折の天才画家 ・関根正二と村山椀多展目録 朝 日新聞社56.10






































調 査 研 究














① 民俗芸能辞典(共 著)東 京堂出版56.9
① 芸能の成立と伝承(NHK大 学講座)日 本放送出版協会56・10
② 日本芸能史の中の万歳 「ことほ ぐ一万歳の世界一」 白水社56.6
② 民俗芸能の伝承 「芸能史研究」76号57.1
② 来迎会と地獄芝居一房総の念仏芸2-「 芸能の科学」1457.3
② おん祭の神事芸能 春 日若宮おん祭の神事芸能(奈 良県教育委員会)57.3
② 常磐津 ・富本 ・清元 ・新内の歴史的背景 「日本古典音楽大系」第7巻57.3
② 豊後浄瑠璃の発生 「日本古典音楽大系」第7巻57.3
② 豊後節の興隆 と江戸浄瑠璃の衰退 「日本古典音楽大系」第7巻57.3
③ 三線と三味線と 歴史と人物124号56.10
③ 郷土芸能の生き方一手賀沼周辺地域民俗芸能一 我孫子市史研究657.3






















































































































「能 楽 全 書 」 第5巻56.8
NHK文 化 セ ン ター56.4～6
モ ナ ッ シs大 学56.7～9
モ ナ ッ シ ュ大学56.7～9
NHK文 化 セ ン ター56.9^12
平 凡 社56.4



























② 神田の田植 と奉納芸 「芸能の科学」1457.3
④ 田楽芸の様式 芸能部連続研究発表会56.7・




秋田馬子唄 ・ポンポコニヤ ・外山節 ・日光和楽踊 ・佐渡おけさ ・道南口説 ・



























































































































④ 科学的調査法による日本古代中世絵画の実証的研究(秋 山 ・柳沢 らと共同)
特定研究 「古文化財」昭和56年度年次報告書57.3























④ 古糊中の有機酸について ・ 同 上565
④ 文化財の保存とイソタ富フォレシス(阿部,北村と共同)
第1回イソタコ研究会56.11












































④ 文化財の爆蒸と煉蒸後の保存措置(新 井 ・見城と共同)
第3回 古文化財科学研究会講演会大会56.5
⑤ シ戸アリの生態と駆除講演 茅崎が市役所56.5







⑤ 文化財の爆蒸,第1回 文化財の燥蒸実務講習会講演 同 上56.10




⑥ 水中文化財の海中対策(予 報)(新井と共同)古 文化財の科学26号56.12
鈴木 友也(修 復技術部長)
② 輸王寺の工芸 宗教工芸5月 号56.5
② 中尊寺の工芸 宗教工芸9月 号56.9
② 戦うもののふたち 日本歴史展望第4巻56.6
③ 新指定重要文化財4工 芸品1毎 日新聞社56.7
③ 新指定重要文化財5工 芸品II毎 日新聞社57.3
③ ふるさとの文化遣産(兵庫県の文化財図鑑)工 芸篇
社団法人 日本青年会近畿地兵庫ブロック協議会57.3
③ 島原,南 高の文化財 長崎県文化財調査報告書第59集57.3
●Chanoyu-gama:lronKettlesforchanoyu
CHANOYUQuarterlyTEAandTHEARTSOFJAPAN2756.
⑤ 文化財の調書作成各論 工芸品1指 定文化財展示取扱講習会56.7
中里 痔克(第一修復技術研究室長)
-51一












② 方済筆富岳図と漂客奇賞図 ・補遺 国華1042号





⑥ 報告 ・在米中国絵画資料調査 文化庁月報No.159
樋ロ 清治(第 三修復技術研究室長)







保 存 科 学21号57.3











































































「東 ア ジ ア にお け る美 術 交 流 」56.10
●TheStructureoftheOrnamentationintheNishihonganjiVersionofthe













② 天山南路の仏教文化r新 潮古代美術館』9.「静かなるイン ド」 新潮社




④ 七 ・八世紀を中心 とする婦人像の展開
第5回 文化財保存修復国際研究集会 「東アジアにおける美術交流」
⑥ アスターナの美術 長野市民教養講座 「正倉院の源流」
⑥ アスターナの出土遺品について 東洋文庫秋期東洋学講座
⑥ 「大英博物館」監修 日本テレビ
⑥ 情報昨 日今 日 同朋32-8
































































































































































親鶯の,特に坂東本r教行信謹』の筆蹟について 上 田村 悦子
葵術研究319号
く論 説〉
王寅について 一 来舶画人研究一 鶴田 武良
伝又兵衛筆豊国祭礼図 一 風俗画における主題と変奏 上 鈴木 廣之



















来迎会と地獄芝居 一 房総の念仏芸(⇒一一 三隅 治雄
神田の田植と奉納芸 中村 茂子
江戸時代の音楽家たち その経済的 ・社会的背景 加納 マリ
狂言の動作単元 ←)一 和泉流小舞一 羽田 拠松本 雍
(4)保存 科 学
●
保存科学部 ・修復技術部が,昭 和39年3月創刊以来年1回 刊行 している機関紙で,
現在20号まで出版されている。本誌は,両部に所属する研究員による文化財の保存と


















石造文化財の保存に関す る国際シンポジウムに参加 して………西浦 忠輝……75
昭和56年度修復処置概報 修復技術部……83
2黒 田 清 輝 巡 回 展


















講 演(1}飛 鳥 ・白鳳仏の源流 情報資料部長 久野 健













(1)神語りの世界 芸能部長 三隅 治雄
② 能の語りの成立 演劇研究室 松本 雍






文 化 財 の 保 存 及 び 修 復 に関 す る国 際 研 究 集 会
昭 和52年に始 まる本 集 会 は 今 年 度 第5回 を 迎 えた 。 今 回 は 「東 ア ジ アに お け る美 術
交 流 」 を主 題 と して,美 術 部 ・情 報 資 料 部 担 当 の も とに 開 催 され た 。 こ の主 題 を 選 ん
だ のは これ が 現 在 内外 の学 界 の関 心 事 であ る と と もに,日 本 の 文 化 財 の価 値 の 世 界的
位 置 づ け の解 明に 大 い に 役 立 つ もの と認 め られ た こ とに よ る。
研 究 発 表 者 は 組 織 委 員 会 の 人選 を経 て 決定 さ れ,海 外9名,国 内11名で あ った 。発
表 は 時 代 順 に 古 代 か ら近 世 まで6つ の セ クシ ョンにわ け,最 終 日の 午 後 を総 合 討 議に
あ て た 。 日程 は 次 の通 りで あ る。





日 時 昭 和56年10月6日 ～9日(4日 間)
会 場 国 立 社 会 教 育 研 修所
く題 名 及 び 発 表 者>
10月6日(火)
第1部 会 司会:秋 山 光 和,秦 弘 隻
1・TheMeditativeBodhisattvaImageinChina,KoreaandJapan.
(中国 ・韓 国 ・日本 に お け る半'a思惟 像)パ リ第 皿大 学F.ベ ル チ エ
2.EastAsianBuddhistSculptureandtheHenzan.(東ア ジ ァ の仏 像 と偏 杉)




Sculpture.(晴造 像 様 式 の成 立 とそ の東 漸)実 践 女 子 大 学 松 原 三 郎
10月1日(水)
第 皿部 会 司会:松 原 三 郎,R.ス タ ン リー ・ベ ー カ ー
1.ASurveyofVotiveandRitualTextilesfromtheHantoTangDynasty.
(漢よ り唐 に 至 る信 仰 儀 礼 用 染 織 品 の考 察)ギ メー美 術館K.リ ブ ー
2.SpreadofPaintedFemaleFiguresaroundtheSeventhandEighth
Centuries.(7・8世紀 を中 心 とす る婦 人 像 の 展 開)
東 京 国 立 文 化 財 研 究 所 上 野 ア キ
3,TheStoneCaveTemplesinSillaEra.(新羅 時 代 の石 窟 寺 院 につ い て)
梨 花 女 子 大 学 校 秦 弘 愛
第 皿部 会 司 会:J,ロ ー ゼ ン フ ィー ル ド,安 輝 溶
1.TheLi-tai-ming-hua-chiandthPaintingsintheShoso-inRepository.
(歴代 名 画 記 と正 倉 院 絵 画)東 京 国立 文化 財研 究 所 川 上 浬
2.LandscapeRepresentationsoftheNaraPeriodandTheirRelationship
withTangPainting‐withSpecialAttentiontotheHokkedo-Kompon-
Mandara.(奈良 時 代 の 山 水 表 現 と唐 朝 絵 画 一 法 華 堂 根本 曼 陀 羅 を 中 心 に 一)
学 習 院 大 学 秋 山 光 和
3.P'engLaiandJ6do-SomeParadiseCompoundsinChinaandJapan.(中
国 ・日本 の 「蓬 莱」 と 「浄 土 」)ハ イ デ ル ベ ル グ大 学L.レ ダ ロー ゼ
4.AStudyofPaintingStyleoftheRyokaiMandalaattheSai-in,To-ji‐
withSpecialEmphasisonTheirRelationshiptoLateTangPainting.(,};
芋西 院 両 界 曼 茶 羅 の 様 式 的 検 討 一 特 に 晩唐 絵 画 との 関連 一)
東 京 国 立 文化 財研 究 所 柳 沢 孝
10月8日(木)
第 Ⅳ 部会 司会:西 川 杏 太 郎,K.リ ブ ー
1.TheImpactofSungArtSeenintheNishi-HonganjiManuscriptof
AnthologyofThirty-SixPoets.(西本 願 寺 本 三 十 六 人 集 に お け る宋 美 術 か ら








学 術 講 座 ・会 議'
源一 彫 刻 に お け る 日中 混 合 様 式 一)ハ ー バ ー ド大 学 」.ロ ーゼ ン フ ィール ド
3.LotusSutraFrontispieceIllustrationsintheFaxEast--Focusingon
WoodblockEditionsoftheSungPeriod.(極東 の 法 華 経 見 返 絵 一 特 に 宋版 法
華 経 を 中心 に して一)東 京 国 立 文 化 財 研 究 所 宮 次 男
第V部 会 司 会:島 田修 二 郎,L.レ ダ ロ ーゼ
1.Chinso--ZenPortraitPaintinginChineaadJapan.(頂相 一 中 国 及 び 日 本
の禅 宗 肖像 画 一)リ ー トベ ル グ美 術 館H.ブ リン カー
2.IconographicProblemsontheGroupofFigureCompositionsTitledLii
Tung-pin.(呂洞 賓 とい わ れ る画 像 につ い て一 図様 の変 貌 一)
東京 芸 術 大 学 海 老 根 聡 郎
3.NewInitiativesinLate15thCenturyJapanescInkPainting.(ユ5世紀後 半
日本 水 墨 画 に お け る新 動 向)国 立 台 湾 大学R.ス タ ン リー ・ベ ー カー
4.ChineseInfluenceonKoreanLandscapePaintingoftheYiDynasty
(1392-1910).(李朝 山 水 画 に お け る中 国影 響)弘 益 大 学 校 安 輝 溶
aO月9口(金)
第VI部会 司 会:北 村 哲 郎,H.プ リン カー
1.ChineseTextilesBroughttoPost-MedievaljapanandTheirInfluence.
(中世 以 降 近 世 初 期 の 中 国 渡 来 染織 品 とそ の影 響)
東京 国立 文 化 財 研 究 所 神 谷 栄 子
2.APaintingMethodDevisedbyItδ」Ωkuch{L(伊藤 若 沖 独 創 の一 描 法 につ
い て)東 京 国 立 博 物 館 小 林 忠
3.YosaBusonandChinesePainting.(与謝 蕪村 と中 国絵 画)
カ リフ ォル ニ ア大 学J.ケ ー ヒル
総 合 討 議 司 会 米 沢 嘉 圃,J.ケ ー ヒル,川 上 淫 、 久 野 健
く 参 加 者 〉
文 化 庁所 属 各 機 関,諸 博物 館 ・美 術 館,諸 大 学 の専 門 研 究 者 合 計120名,う ち 海外





















































r 5国 際 ・国内交流
伊藤延男所長は,昭和56年5月23日より6月1日 までイタリア国において開催され
た第6回 イコモス総会に出席 し,フ ィレンツェで行われた 「材料」文科会の議長をつ
とめた。また同年8月13日より21日までの間イン ドネシア国に出張 し,バ リ島及び中
部ジャワ島におけるヒンドゥー,仏教遺跡の調査を行った。
奨 術 部





日まで,イ ン ド国立文化財保存研究所の施設 ・設備の拡充,研 究開発計画に助言を行
うため,イ ン ド・ラクノウに出張 した。
見城敏子物理研究室長は,文 部省短期在外研究員として,昭和56年10月1日から11
月30日まで,中 国,武 漢大学化学部等において生漆班 ・漆化学者,技 術者 との交流お
よび出土遺物の漆膜の状態,環 境調査のため,中 国に出張 した。
三浦定俊研究員(特 理研究室)は,昭 和56年9月19日よ り11月3日まで,第6回
ICOM保存委員会大会(オ タワ)と石の保存に関す る国際シンポジウム(ボ ローニ




二研究室長は,引 続き同国に滞在 しハーヴァー ド大学燕京図書館に於て近代及び現代
中国絵画並びに画家資料に関する調査を行い,合わせてフォッグ美術館,フ リーヤ美




第一修復技術研究室西浦忠輝研究員は,昭 和56年10月16日か ら11月3日迄,イ タリ
ア国,フ ランス国に出張 し,ボローニャで開かれた石の保存に関する国際シムポジウ







久野健情報資料部長は中華人民共和国に出張 し,上海,西 安,洛陽,北 京等の博物
館及び,龍 門 ・聲県両石窟を見学 した(56.5.25～6.4)
江上綬主任研究官はナショナル ・キ ャラリー ・ナブ ・アー トの視覚芸術専門研究セ
ンターの招聰研究員として,フ リア美術館所蔵品を中心 とす る日本古代 ・中世絵画の
研究のため渡米した(56.11.19～57.3.23)。
海 外 研 究 者 の 来 訪
国 名 所 属1氏 名
ド イ ツ Dr.D.フ イ ン ク
中 華 民 国 台南市政府民政局次長 劉 阿 蘇
中 国 中山王国文物展工作組長 劉 来 成
〃 〃 組員 雷 従 雲
〃 〃 組通訳 林 台
〃 中国科学院自然科学史研究所研究副教授 活 吉 星
イ ン ド ネ シ ア ボロブドゥール復興事務所 Dr.A.M.サ メ ン グ
〃 〃 Dr.M.イ ブ ラ ヒ ム
ア メ リ カ ニ ュ ー ヨ ー ク大 学 ,保 存 セ ン タ ー M.メ イガン女史
イ タ リ ア ベニス東洋美術館長 M.ラ ジmリ 女 史
中 国 南京博物院陳列設計員 魏 釆 華
〃 〃 副院長 赴 青 芳
〃 〃 文物修復技術員 主 金 潮
牌 国 韓国ユネスコ国内委員会 李 貞 賢
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共 同研 究課題 東洋古代染織品の研究
研 究 代 表 者 情報資料部文献資料研究室長 上野アキ
委 嘱 期 間56年10月3日X11月12日
2)福田 正巳(北海道大学低温研究所助手)
共 同研 究課題 シングアランド法超音波速度測定による凍結融解実験における
岩石劣化の判定法の開発
研 究 代 表 者 保存科学部長 江本 義理
委 嘱 期 間57年1月5日 卍2月8日
3)鄭永 鏑博士(檀国大学校教授)
共 同研 究課題 日本初期仏教美術研究
研 究 代 表 者 情報資料部長 久野 健
委 嘱 期 間56年1月10日～2月28日
4)田村 寛康(和歌山県立博物館学芸員)
共 同研究課題 近畿地方を中心とする藤原彫刻の研究
研 究 代 表 者 情報資料部長 久野 健







































① カナダ,ア メリカ蜜フランス,イ タリア

















② ナショナル ・ギャラリー ・オブ ・アー ト内視覚芸術専門研究センターの招聰





V研 究施設 ・設備 ,
1蔵 書
美 術部 ・情 報資 料部
日本 ・東洋古美術,日 本近代 ・現代美術,西 洋美術の全般にわた る研究書を中心
に,関連図書,各種叢書,辞 典類など和漢書(35,878),洋書(3,902)計39,780冊の
ほか,各 都道府県市町村教育委員会編集の文化財関係報告書,美 術関係雑誌,紀 要
類,売 立 目録,展 覧会目録な どを所蔵 し,部内外及び研究所外の研究者の利用に供 し
ている。
芸 能 部
雅楽 ・能 ・歌舞伎 ・文楽 ・邦楽 ・邦舞 ・民俗芸能 ・寄席芸その他わが国の伝統芸能
の研究に必要な図書6,556冊を所蔵する。演芸画報 ・歌舞伎新報 ・歌舞伎(第1次)・









情報 資料 部 芸 能 部
保存科学部
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美 術部 ・情 報資料部
実物 よりの直接撮影による写真を含む写真資料の作成整理 と,購入写真,複 写写真
による補足整備に加xて,印 刷物中の図版をもおさめるとい う方式で,当 研究所設立
当初により一貫 して力を注いできた写真資料を有する。それ らは日本東洋古美術,日
本近代 ・現代美術,西 洋美術の全域にわたり,それぞれ絵画,書 蹟,彫 刻,工 芸,建
築等の諸部門に及ぶ。特別大型のものから小型のものまで総数凡そ24万点,原 板保有
量はほぼ3分 の1に あた り,別にマイクロ・フィルム255巻がある。写真資料のほか,
拓本,作 家伝記資料,落 款印章資料,近 代 ・現代作家 ・団体 ・作品資料,資 料スクラ







そなえている。レコー ドには,毎年各製作会社か ら発売される伝統芸能関係 レコー ド
のほか,昭 和35年度文部省機関研究費によって購入 した安原 コレクション レコ ー ド
5,450枚が含まれている。安原 コレクショソは,明 治 ・大正 。昭和三代 にわたって発
売された各種邦楽 レコー ドを網羅 したもので,近代における邦楽の実態と変遷を知る






















































































乾 燥機FCオ ー ト(全 紙)
ドライ マ ウ ン ト シ ール コマ ー シ ャル210M
ドライ マ ウン ト シ ール コマ ー シ ャル70
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12.複 写 機 ハ イ カー ドL
13.製 本 機
(1)サー マ バ イ ン ドT220
(2)ホ リゾ ン.・.
(3)電動断 裁 機PC-45











1.分 析 機 器
(1)ピ ッチ レ コー ダ ー
② メ ロ グ ラ フBT型
2.オ ー デ ィオ関 係 機 器
〔1)レ コー ドプ レー ヤ ー
② テ レ ビ
(3)テー プ レ コー ダ ー
(4)ビデ オ テ ー ブ レ コー ダ ー
⑤ ス テ レオ音 声 調 整 卓
(6}ス ピー カー
(7}テ ー ブ ダ ビ ン グ シス テ ム
⑧ 屋 外 取 材 用 音 声 機 器 シ ス テ ム
(9)P.C.M.音響 シス テ ム

































研 究 施 設 ・設 備
(7)16m/mマ イ ク ロ フ ィル ム解 読 ・複 写 装 置
(8)16m/mマ イ ク ロ写 真機
(9)16m/mシ ネ フ ィル ム分析 装 置
αω リー ダー ・プ リンタ ー
(11)ビデオ カ メ ラ
4.照 明 器 具















































































































































































































































⑨ 漉 嵌 機
㈹ 超音波発生装置























5黒 田記 念 室
黒田記念室は,本研究所の創立者故帝国美術院長子爵黒田清輝の功績を記念す るた
めに設けられた陳列室であって,黒 田清輝の油絵 ・素描 ・写生帳等を収蔵 している。
創立当時主 として黒田家から寄贈されたものは,油絵125点,素描170点,写生帳等
であるが,そ の後黒田照子夫人,樺 山愛輔,田 中良氏等からの寄贈が加わった。収蔵
品の主なるものは,「知感情」・「花野」・「湖畔」・「赤髪の少女」・「もるる日影」・「温室
花壇」等である。

























発行所 東京 国立文 化財 研究 所
〒110東京都台東区上野公園13-27
電話(823)2241(代)
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